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対象は 2011 年から 2014 年にかけて経腹壁超音波下 RTEと EUS を同時に施行した 73人の患




「indeterminate for chronic pancreatitis」、「suggestive of chronic pancreatitis」、「consistent 
with chronic pancreatitis」に分類されるが、今回、早期慢性膵炎に対応する「indeterminate for 
chronic pancreatitis」に対する経腹壁超音波下 RTE の診断能についても検討した。 
【結果】 
Rosemont分類により 26 人は「normal」、16人は「indeterminate for chronic pancreatitis」、
13人は「suggestive of chronic pancreatitis」、18人は「consistent with chronic pancreatitis」
に分類された。「normal」と比較して、「indeterminate for chronic pancreatitis」は、男性の割
合、膵酵素異常、継続的な大量飲酒、喫煙の割合が有意に高かった（それぞれ p = 0.032、0.003、
<0.001、0.003）。 継続的な大量飲酒、喫煙、糖尿病の割合は、「indeterminate for chronic 
pancreatitis」の方が「consistent with chronic pancreatitis」よりも有意に低かった（それぞ
れ p = 0.009、0.009、0.003）。 「indeterminate for chronic pancreatitis」と「suggestive of chronic 
pancreatitis」の臨床的特徴に有意な差は認めなかった。特徴値（MEAN、%AREA、COMP）
と Rosemont分類の間には有意な相関関係を認めた（p<0.001、ρ= -0.788、0.779、0.489）。ROC
分析を行った際、「indeterminate for chronic pancreatitis」の診断における MEAN の AUCは




された。また「indeterminate for chronic pancreatitis」の診断における MEAN の AUC値は
高く、早期慢性膵炎のスクリーニングにおいて有用な値であることが示唆された。 
この研究の制限としては比較的少数の対象における後ろ向き研究であること、患者の BMIは比





には、さまざまな BMI 値を持つより多くの患者を対象とした前向き研究が必要と考えられる。 
【結語】 
経腹壁超音波下 RTEによって得られた特徴量は Rosemont分類と関連が認められた。経腹壁超
音波下 RTEにおける「indeterminate for chronic pancreatitis」の診断能は高く、早期慢性膵
炎のスクリーニング法として有用な可能性がある。 
